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はじめに

岐阜女子大学による地域文化資料の収集とデジタルアーカイブの開発は，文化情報研究センター

を設置した2000年から開始した。最初のデジタルアーカイブは，世界遺産白川郷の季節や行事を撮

影記録したものである。白川郷和田家当主（当時）和田正美氏による和田家の歴史，家の構造（合

掌造り），地域の歴史・生活等のオーラルヒストリーと組み合わせたデジタルアーカイブとして開

発した。

その後，北海道から沖縄県まで，多くの協力者を得ながら多様な地域文化資料のデジタルアーカ

イブ化を進めてきた。

特に，沖縄県の地域文化資料は約２万件を収集記録し，デジタルアーカイブとして保管し，印刷

メディアと連携した「沖縄おぅらい」として毎年，高等学校の修学旅行生（約１万数千名）に利用

されている。

デジタルアーカイブは，過去から現在までの資料を収集，保管し，次の世代への地域文化の伝承

と現在の有効な活用を行うべきである。そこで，デジタルアーカイブは単なるデジタル資料の提供

から進めて過去から現在までの資料の内容を分析処理し，現在の課題を解決する手法の開発が必要

である。特に，知の収集・保管・活用，さらに活用の結果を評価し新しい知として生産する知的創

造サイクルの開発が重要である。すなわち，単なる資料の保管・提示利用から知的財産として有効

活用することで新しい知を生み出し，地域の活性化へつなぐことがデジタルアーカイブには望まれ

ている。

このように，地域文化の伝承と併せて知的財産としての有効活用についても期待されており，デ

ジタルアーカイブの本格的な利用が進展しつつある。

そこで，今回，これまで収集した地域文化資料をもとに地域文化デジタルアーカイブ開発の基礎

について一冊にまとめた。まだ完全ではないが，現状を知り，次の地域文化デジタルアーカイブ開

発の参考になれば幸いである。

平成29年10月
岐阜女子大学

学長　後藤 忠彦

﻿　　3



本書の内容構成について

本書は，岐阜女子大学による2000年からの地域文化資料の収集記録を中心とするデジタルアーカ

イブについて，以下のとおり，大きく３つの内容に分けて構成した。

１　地域文化とデジタルアーカイブの概要（第１章）

岐阜女子大学がこれまで取り組んできた地域文化とデジタルアーカイブの利用研究および情報発

信について記した。

２　地域文化とデジタルアーカイブの各種事例紹介（第２章～第８章）

岐阜女子大学による地域文化とデジタルアーカイブの各種事例について，一つの資料を基点とし

て形成される文化（第２章），複数の資料・地域間で形成される文化（第３章）等，地域文化を捉

える主な視点ごとに紹介した。これらの視点は，地域文化のデジタルアーカイブを行う際に，本書

で紹介した各種事例のみでなく，全国の各地域文化資料にも適用可能なものであると考え，各章の

扉には，それぞれの特徴や留意点を示した。

なお，デジタルアーカイブでは，撮影記録のみでなく，その保存（保管），利活用までの全プロ

セスが重要視されるが，本書では，デジタルアーカイブの最初の段階であり，その後の保存（保管），

利活用にも大きく影響を与える撮影記録に重点を置いて記している。

３　デジタルアーカイブプロセスの基礎学修テキスト（第９章～第11章）

岐阜女子大学のデジタル・アーキビスト教育の実践をもとに，デジタルアーカイブを行うための

基礎学修テキストとして記した。デジタルアーカイブを行う際には，撮影記録から選定評価，保存

（保管），利用に至るまでの各プロセスについての知識が求められる。その基礎学修事項をまとめた。

なお，本書に掲載した写真は，原則として，各地域や施設管理者・団体の許可を得て，岐阜女子

大学および各章執筆担当者が撮影し，所蔵している資料である。地域文化のデジタルアーカイブは，

各地域や施設管理者・団体のご協力なくしては成り立たない。すべての関係者のみなさまへ感謝の

念に堪えない。
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第１章　地域文化とデジタルアーカイブ



1. 1　地域文化デジタルアーカイブ

岐阜女子大学による地域文化資料のデジタルアーカイブは，2000（平成12）年から始まった。その

対象は，地域の建築物や町並みの様子，祭などの年中行事，図書や古文書，オーラルヒストリーな

ど幅広い。デジタルアーカイブとは，有形無形の歴史・文化資産をデジタルの形で，記録，保存（保

管），蓄積し，人々が活用できるように提供することを指す。2010（平成22）年頃からは機器や処理

システムなどの利用環境が整備されだし，情報資源としての利用が進みだした。さらに，過去から

現在までの資料が蓄積されたデジタルアーカイブを調査・分析し，課題解決に利用することも始ま

った。

1. 1. 1　デジタルアーカイブの共通利用

地域文化資料を利用して，物事を理解する，あるいは課題解決を行うとき，一つの資料だけでな

く他の多くの関連資料を利用する必要性が生じることがある。例えば，獅子舞について調べるとき，

獅子，狛犬，シーサーなどとの関係や地域間のつながりを知るため，国内外のデジタルアーカイブ

の調査が必要になることも多い。そのためには，各地方，国，あるいは分野ごとの多様なデジタル

アーカイブの連携により横断的にアクセスできるオープンデータ化が必要であり，加えて提供者・

プロバイダー間の調整を行い，管理・流通を支える機関（Europeana の“アグリゲータ”，DPLA

の“ハブ”など）の存在も重要である。

また，それら資料の共通利用を促進するためには，それぞれのデジタルアーカイブ提供者が提供

するビュアーだけでなく，ユーザーが使い慣れたビュアーを利用できるように IIIF にデータを対

応させることや，資料の多くがパブリックドメイン（CC0）として世界中で活用できるようになれ

ば，多様な利用，ひいては新しい文化の創造も期待できる。

1. 1. 2　メタデータ，シソーラス等の共通化

デジタルアーカイブを共通利用するためには，資料データ（デジタルコンテンツ）に関するデー

タ（メタデータ）を付けておく必要がある。

また，メタデータは，統制された用語を使う必要がある。このために各分野，領域でシソーラス

を開発し，利用すべきである。

1. 2　地域文化デジタルアーカイブの利用研究

2010年代になると，デジタルアーカイブの利用に関わる研究が進みだした。2000年頃からデジタ

ル映像の精度が高くなり，文化財，文化活動，自然，生活，産業，観光など幅広い対象への適用が

可能になった。

10　　



デジタルアーカイブの利用研究は，はじめはメディアの一方的な利用を対象としていたが，次第

に利用者の目的によってメディアを選択できる利用の研究へと進みだした。

さらに，デジタルアーカイブの資料を用いて新しい知を創造する研究（デジタルアーカイブのた

めの「知の増殖型サイクル」）が始まった。デジタルアーカイブのための「知の増殖型サイクル」１

とは，政府・特許庁が推進する知的創造サイクルをデジタルアーカイブの観点で応用した概念であ

り，デジタルアーカイブに保管された知を利用し，新しい知を創造することによって現在の課題解

決などに活かすものである。これにより，これまでの単なる提示やデータ解析処理等から，新しい

知の保管と知のサイクル利用が始まり，各分野に役立つ情報を広く活用できる時代になってきた。

2016（平成28）年時点でのデジタルアーカイブの利用研究は，主として４つの分野がある。

①保管資料の直接利用

②組み合わせ利用（メディアミックス）

③�知的処理を利用した知の増殖型サイクル（デジタルアーカイブのための「知の増殖型サイクル」

利用）

④コンテンツ自動編成利用

デジタルアーカイブの利用研究

過去の資料
収集・保管

新しい知（新資料） 

過去・現在の資料 

選定

活用

創造

次世代の利用
（未来への伝承）

デジタルアーカイブ

①保管資料の直接利用

保管資料の中から検索
利用 

③知的処理を利用した
　知の増殖型サイクル 

④コンテンツ自動編成
　利用

利用目的に応じたデジ
タルアーカイブの保管
資料を用いて自動編集
し，コンテンツを提供 

②組み合わせ利用

メディアを組み合わせ
た利用 （音声・文書・
映像・実物などの利用
を希望する資料を組み
合わせて提供） 
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1. 2. 1　デジタルアーカイブ保管資料の直接利用（地域の建築物，文化活動等）

デジタルアーカイブとして収集，保管された資料を検索し，直接利用する従来の利用方法である。

①伝統的建造物等のデジタルアーカイブ　　　　②民話，オーラルヒストリー等

③踊り・舞などの文化活動　　　　　　　　　　④展示資料・文書等

1. 2. 2　メディアの組み合わせ利用（メディアミックス）

地域文化資料のデジタルアーカイブにおける各メディアの利用において，利用者の要望または利

用目的に適したメディアを組み合わせた提供が始まった。

（１）利用者が希望するメディアの調査

製作者側がメディアを決めて提供するのみではなく，利用者が希望するメディア（組み合わせ含

め）を調査し，その結果を基にしたデジタルアーカイブの開発や提供が進められている。調査例を

次に示す。

菅沼合掌造り集落 種蔵泰一氏の民話

平敷屋青年エイサーの夕べ 伊奈波神社の縁起巻物（岐阜県重要文化財）の撮影

12　　



（２）多様なメディアを使ったデジタルアーカイブの利用（メディアミックス）

名鉄岐阜の路面電車の廃線直前に全線を撮影して保管した。その10年後に，印刷メディア（岐阜

新聞），放送メディア（岐阜放送），通信メディア（岐阜新聞電子版）でのデータ提供および利用を

可能にした。

利用者が希望するメディアの調査２

例：教師の希望するメディア調査より “調べ
学習” の項目結果 

例：教師の希望するメディア（組み合わせ）調査より
“社会科の調べ学習” の項目 

大変有効

A実物・体験
B印刷メディア

Cデジタルメディア
D通信メディア

調べ学習
有効 どちらでもない やや有効でない 有効でない

1 2 3 4 5
1.8
1.8
2.0
2.2

55-58 社会科の資料調べ
順位 組み合わせ 合計 割合

1
2
3
4
5
6
7

33
32
29
26
18
18
2

20.9％
20.3％
18.4％
16.5％
11.4％
11.4％
1.3％

印刷メディア＋デジタルメディア（BC）
実物・体験＋印刷メディア（AB）
印刷メディア＋通信メディア（BD）
デジタルメディア＋通信メディア（CD）
実物・体験＋デジタルメディア（AC）
実物・体験＋通信メディア（AD）
印刷メディア＋印刷メディア（BB）

メディアミックスのシステム

2005年に撮影した名鉄路面電車 岐阜新聞掲載記事（一部）３
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1. 2. 3　�デジタルアーカイブのための「知の増殖型サイクル」の利用：観光資料の開発
利用と改善

沖縄の２万件ほどの資料の中から「沖縄おぅらい」（観光資料）をデジタルアーカイブのための「知

の増殖型サイクル」を用いて開発し，利用結果の評価・改善をふまえた新しい「おぅらい」の開発を

順次行っている。これは毎年１万数千人が利用するデジタルアーカイブの活用として定着している。

このようなデジタルアーカイブの知的創造サイクルは，今後，企業・観光・教育などの各分野で

の利用への発展が期待できる。

1. 2. 4　コンテンツの自動編成利用

デジタルアーカイブの保管資料によるコンテンツの自動編成に関する研究は以前からの課題であ

った。現状でも，資料の保管状況，処理の方法が確立されていない。

デジタルアーカイブでは，映像・音声・文字・図形等のデータが利用でき，今後は新しいコンテ

ンツの編集も可能になると考えられる。またAI やその他のデータ処理の発展と利用が進めば，新

しいデジタルアーカイブ利用の処理体系が開発され，その実用化も期待できる。

デジタルアーカイブのための「知の増殖型サイクル」を適用した沖縄地域文化デジタルアーカイブ

 

利用調査の分析 

改善資料の保管  

沖縄の地域文化資料の
収集・保管 （2000年～）

沖縄地域文化デジタルアーカ
イブ（改善資料の追加保管）

DA計画に対応した
資料の選定 

選定された資料の整
理（沖縄おぅらいデ
ジタルアーカイブ）

分析結果に基づいた
改善項目の抽出提供
資料と資料調査

知の増殖型
サイクル 

選定評価

高校生からの資
料提供と資料化

（高校生の作品）

実践的利用（修学旅
行での活用） 

利用調査

「沖縄おぅらい」
開発

教師による
利用指導 
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